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１．はじめに 
愛媛県の佐島にある宮ノ浦（みやんな）遺跡では，愛媛

大学と上島町教育員会によるこれまでの発掘調査で古墳

時代前期の製塩炉や多数の製塩土器が出土している．これ

らのほとんどは黒褐色に変色した砂層から出土されてお

り，この黒い砂層は考古学の分野では「クロスナ層」と呼

ばれ人間活動の痕跡を明らかにする上で重要な地層とさ

れている．クロスナ層は温暖・湿潤期に地表が植物，動物

遺体の腐食によって分解されて形成されたものとされ，宮

ノ浦の沿岸地域に人々が足跡を残した時期はすべてこう

した環境下に残されたものと考えられている（村上，2016）． 
	 本研究ではこのような製塩に関わる人間活動を明らか

にするため，これまでの調査から得られた地形情報や発掘

調査（トレンチ）情報から情報地質学的手法を用いて古地

形環境を明らかにすることを目的としている．さらに，こ

れまで培った情報地質学の長年の知識を考古学という新

しい分野へ活用・貢献する一つの有効な事例研究として位

置づけたいと考える． 
 
２．研究対象地域 
瀬戸内海は古くから製塩活動が活発であり，塩田や製塩

土器などが瀬戸内の島々から見つかっている．本研究で対

象とする宮ノ浦遺跡も製塩遺跡の一つである．宮ノ浦遺跡

は愛媛県越智郡上島町佐島に所在しており，佐島は芸予諸

島の上島群島に属する面積約 2.5km2の島である．佐島の人

口は約 600人であり，居住地は佐島港のある北西部のやや
広い平地に形成されている．沿岸域は狭い砂丘を形成し，

島の最高地点は中央部の横峯山山頂であり標高約 119mで
ある．宮ノ浦遺跡は島の東側の小規模な入り江の砂丘地域

に立地している（第 1図）． 
宮ノ浦遺跡は瀬戸内特有の変化する海岸域に位置し，海

岸砂丘を利用して形成された砂堆上の遺跡と考えられ，そ

の背部には後背湿地が存在している（第 2図）．このため，
後背湿地を利用した稲作も考えられるため，生業としては

塩業だけでなく漁撈や稲作などの多様な社会が構築され

ていた可能性もある．対象とする宮ノ浦遺跡の大きさは南 

 
 

第１図	 研究対象地域． 
村上（2016）『宮ノ浦遺跡Ⅱ』, p.1（一部修正）. 

 

 
 

第 2図	 宮ノ浦遺跡と地形環境の概念図（槙林作成）． 
 

北 150m東西 150mの領域であり，2011年から 2017年まで
7回のトレンチ調査がおこなわれている（第 3図）． 
 
３．トレンチから得られる情報 
トレンチから得られる情報としては，出土遺物の情報と

各土層（砂層）情報である．出土遺物としては，縄文土器，

土師器，製塩土器，陶器，貝，魚骨等である．これらの遺

物は年代特定に有効であり，製塩活動を含めた人間活動の

時期を特定することができる． 
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第 3図	 宮ノ浦遺跡の地形とトレンチ地点． 
村上（2016）『宮ノ浦遺跡Ⅱ』, p.21. 

 

 
 

第 5図	 古墳時代前期のクロスナ層． 
 
トレンチ平面図・土層図の例を第 4図に示す．トレンチ

は 24 箇所おこなわれ，土層の形状と層厚がまとめられて
いる．トレンチ平面図・土層図は層厚の数値や砂の形状・

種類はデジタルデータとしては記録されていないため，土

質区分や地層面の推定をおこなうためにデジタルデータ

として変換する作業を行う必要がある．また，24箇所のト
レンチのうち人間活動の痕跡として重要なクロスナ層は 8
箇所で確認されている（第 5 図）．研究の第一段階として
はクロスナ層面を DEM（デジタル標高モデル）として作
成する必要がある． 
 
４．地形環境の復元 
クロスナ層は温帯の海岸域ではよく見られる普遍的な

自然現象であり，人間活動の汚染層でもある．人間による

海岸域利用を考古学的にモデル化する上でこのクロスナ

層を可視化することは重要であると考える．考古学的な遺

跡調査の場合，遺跡全面積を発掘できるわけではない．ト

レンチ調査により，遺跡各所を選んで部分的にしか地下構

造のデータを取ることしかできない．しかしながら，この

ようなクロスナ層の広がりを空間的に見ることで人間活

動の痕跡を出土遺物と紐づけて把握することができる．さ

らに，海岸砂丘の発達や後背湿地の消長の空間的把握の精

度を上げることも人間活動の解明には欠かせない．これら

のことから，トレンチデータからまず 3次元的に地形や地
下構造の復元を行い，発掘調査へフィードバックすること

が重要であると考える． そのため本研究では 3 次元地質
モデリングの手法を用いた地形・地下構造の可視化が考古

学分野でも有効であると考える（米澤ほか，2015）．また，
土質情報を含めたトレンチデータの管理や活用について

も櫻井ほか（2008）のシステムが効果的であると考え，現
在入力等をおこなっている． 
 
５．おわりに 
海岸域における古地形環境を把握するためには，該当遺

跡だけでなく周辺環境を含めた立体的な利用を包括する

必要がある．宮ノ浦遺跡は主に製塩をおこなっていたこと

は明らかであるが，製塩に関わる遺構は見つかっているも

ののこれまで住居址等の日常生活空間は見つかっていな

い．また，日常生活を営む場合の食料生産もしくは獲得に

ついても考古学的には未解明である． 
今後 3次元地質モデリングの手法により，クロスナ層を

含めた地下構造が明らかになることで古代の生活空間や

景観が復元できれば新しい知見を得ることができるかも

しれない． 
本研究は科研費(16K03158)の助成を受けたものである． 
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第 4図	 宮ノ浦遺跡第１トレンチの平面図・土層図． 
Ⅳ層がクロスナ層． 

村上（2016）『宮ノ浦遺跡Ⅱ』, p.24. 
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